
第45回大会〕 食　　物

2 Ka- 3　　　　　普通食またはコレステロール食飼育ラットの脂質代謝に及ぼす

　　　　　　　　豚プラズマペプチドの影響

　　　　　　　　　名古屋女大家政　○辻原命子　　谷　由美子

　目的　私達は従来より卵アルブミンの代替物質として利用されている豚プラズマの用途

拡大を目的とし，豚プラズマペプチドの機能性を検討するとともに機能の発現機構を調べ

るために豚プラズマペプチドタイプアミノ酸混合食と比較し，実験｡を行った。

　方法　５週齢Wistar雄ラットを用い，普通食とコレステロール食（ラード20≪,コレステ

ロール0.5%)の２群に分け更にそれぞれをカゼイン食群（C群），｡カゼインの約1/2を豚

プラズマペプチドで置換したペプチド食群(P群）,豚プラズマペプチドタイプアミノ酸

混合食群（A群〉の３群に分け，各群７匹で２週間飼育した。飼育最終日に48時間の尿と

糞を採取し, N排泄量，糞中コレステロール排泄量(Zak-Henly法）を測定した。飼育終了

後，一夜絶食させ解剖，採血し血清コレステ［］－ル（ワコーキット).中性脂肪(TG,酵素

法〉, TBA価，肝組織の総脂質(TL,重量法）,総コレステロール(T-chol,Zak-Henly法)，

TG（アセチルアセトン法) 及びTBA価を測定した。

　結果　普通食では血清T-cholはA群がc群より有意に減少し. p群とは差がなかった。

TBA価はc群にくらべA群, P群とも低下が顕著であった。肝TBA価はp群くＣ群＜Ａ群

となった。糞中コレステロール排泄量はc群よりP群，A群で有意に増加した。
　コレステロール食では血清T-cholが普通食と同様にc群に比しA群で有意に減少し，

TBA価はA群とp群がＣ群より著しく低下した。肝TLはA群がP群に比べ有意に減少し，

肝T-cholは血清T-cholと同様にA群がＣ群. p群より顕著に低下した。TBA価はp群がＡ

群, c群より有意に低下した。

2Ka-4 茶カテキンの生体内抗酸化性とa－トコフェロール

椙山女学園大　○山下かなへ、野原優子、勝野美穂

［目的］茶カテキンの生理効果として、抗ガン性、抗酸化性、抗凝血性、抗菌性、降圧

作用、血漿脂質上昇抑制作用などが報告されている。演者らは先にゴマのビタミンE効果

はr-Tocとリグナン物質の相乗効果により著しく高められることを報告した。今回茶カテ

キンの生体内抗酸化性がa-Toeとの相乗作用によって高められるかどうかをVE-free食と

低a-Toe食（通常の1/ち量）にカテキンを添加して検討した。

　［方法］茶カテキンとしては三井農林製粗カテキンを用いた。試験飼料としてエーザイ

製ビタミンＥ欠乏飼料をもとに①ビタミンＥ欠乏（－Ｅ〉、②－Ｅ十〇.5％茶カテキン、

③低α-Toc（lO皿gAg）、④低α-Toc十〇.5%茶カテキン及び⑤Basal diet（十E）の５種

を用い、３週令Wistar系雄ラットを８週間飼育した。24時間絶食後、心麟より採血し、肝

臓、腎臓を剔出し、溶血率、血漿ピルビン酸キナーゼ、血漿、肝臓・腎臓の過酸化脂質、

血漿・肝臓のa－トコフェロール量を測定した。
　［結果］－Ｅ群と－Ｅ十カテキン群では溶血率、ピルビン酸キナーゼ、腎臓・血mm

値にはほとんど差はなくカテキンの生体内抗酸化性は認められなかった。低a-Toe群は血

mm値、ピルビン酸キナーゼ活性はp群よりやや低下したものの、溶血率、腎粛TBA値

は－Ｅ群と差はなく、かなり高度のビタミンＥ欠乏状態であった。低a-Toe十カテキン群

は低a-Toe群より全ての点で改善された。また肝臓、血漿のα-Toc量は十Ｅ群にくらべれ

ば明らかに低いが、低a-Toe群よりは有意に上昇した。以上の結果からカテキンは単独で

は抗酸化性を示さないが、a-Toeが存在するとその効果を増強する作用が認められた。
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